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論文内容の要旨
本論文は機械生産加工の計画と統制に関する最適意思決定問題を，モデル論に基づいて最適化する
方法論の展開を目的としている。
第 1 章では機械生産加工の計画と統制の問題を，全般的生産計画，生産プロセス計画，生産スケジ
ューリング，生産実施，並びに生産統制の 5 水準の意思決定問題に分割し，各水準における従来の研
究結果の概観と本研究の基本的考え方を明らかにした。
第 2 章では全般的生産計画の問題について，多段階多品種生産において，需要変動に対して採り得
る生産の適応形態を論じ，その結果に基づいて動態的生産計画モデルを構築した。更にこの生産計画
モデルを関数解析アフローチによって最適意思決定を行なう基本的方法を示し，実用的最適化アルゴ
リズムを開発して，数値例により，そのアルゴリズムの適用可能性を示したO
第 3 章では生産プロセス計画の問題について，その最適化過程を明らかにし，そこでの重要な意思
決定項目である生産加工条件の設定について，単一生産工程並びに多段階生産工程としてのトランス
ファー・ラインに対する基礎的数学モデルを構築し，最大能率，最小費用，並びに最大利潤率の 3 つ
の評価基準に基づいて最適化解析を行ない，コンビュータにより容易に最適加工条件を設定し得る関
係式を誘導した。また実際の機械生産加工で刻々得られる実際のデータを用いて，機械加工状況を逐
次最適化するための最適性追求加工法を新しく提案し，コンピュータ・シミュレーションによって，
この方法を生産現場に適用すれば有効で、あることを示したO
第 4 章では生産スケジューリングの問題について，グループ・テクノロジィの思想に基づいて機械
生産加工を実行する場合に，如何なる生産スケジューリング問題になるかを論じ，総所要時間最小化，
司
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総処理時間の和(または平均処理時間)最小化，並びに納期遅れの和最小化の 3 つの評価基準に基づ
いて最適化解析を行ない，分岐限界法を基本とする実用的最適化アルゴリズムを開発した。更に数値
例によって，このアルゴリズムの妥当性と有効性を示した。
第 5 章では生産統制の問題について，生産現場における個々の作業を統制するために，オンライン
・リアルタイム方式で生産実績情報を収集し，その処理を迅速に行なって未来の生産行動に対する的
確な指示忠生産現場に伝達することを目的とした生産統制情報システムを具体的に設計し，実験例に
よって，その実用的有効性を示した。
第 6 章では以上の結果を総括したO
論文の審査結果の要旨
機械生産加工の分野では，従来固有の生産技術の研究が主体であったが，本論文は管理工学の立場
から最適の計画と統制を行なうための理論的解析と実用化の研究を行なったもので，その研究結果を
要約すると，次の通りである。
(1) 機械生産加工の最適化管理の方法論を明らかにした。即ち，多段階生産システムで多品種の製品
を製作するに当って，変動需要の環境下における動態的生産計画モデルを構築し，関数解析アプロ
ーチで最適意思決定を行なうアルゴリズムを開発して これまで困難で、あった長期の最適生産計画
を可能にした。
(2) 生産の管理的側面と技術的側面を融合した。即ち生産現場の各機械に設定すべき最適加工条件を
誘導し，現実に得られる生産実績資料によって逐次的に最適状態をもたらす工程管理システムを展
開し，生産現場への実用可能性を示した。
(3) 従来加工技術の立場から検討されていたグループ・テクノロジィの考え方を多段階生産システム
のスケジューリングに拡張し グループ・スケジューリングの最適化アルゴリズムを開発した。
(4) 設計したオンライン・リアルタイム方式の生産統制情報システムは，生産現場の実績情報を迅速
に処理して，生産システムの最適行動の指示をマン・コンピュータ・コミュニケーションによって
行なうことができ 実務上大きい意義がある。
以上のように，本論文は機械生産加工の運用と管理に当って最適化解析を行ない，更に生産現場へ
の実用可能性を示した点で，その成果は生産工学の分野の発展に寄与する所が大きく，博士論文とし
て価f直あるものと言忍める。
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